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性全脳炎 (SSPE) を起こすo S S P E は遅発性ウイルス感染症の 1 つに数えられる稀な疾患である





1.動物: 5 週齢，メスの ICRマウスを用いた。













的に増加し， 1 週間から 10日の聞に100個を超過した。そして， 100個を超過する頃から発症した。
3. 病理組織学的変化
ウイルス接種 1 日後には変化を認めることはできなったが， 2 日後には海馬回(左右)辺縁部に空胞
変性が認められた。 4 日後には海馬回に神経細胞の萎縮が起こっており，第 3 脳室，側脳室壁にリンパ
球浸潤と充血を認めた。 6 日後から 14日後にマウスが発症した時点では海馬回での病変はかなり強くな
り，神経細胞の萎縮，消失の他，小血管周囲へのリンパ球の浸潤 (cuffing) が顕著となった。これらの
変化は，また，側頭部，肩桃核，視床にも及んでいた。
4. 脳内におけるウイルス抗原の検索
高度免疫麻疹ウサギ血清を用いて，酵素抗体法で脳内におけるウイルス抗原を検索した。麻疹ウイル
ス抗原は神経細胞の胞体，樹状突起，また核内に検出できた。
[総括]
SSPE ウイルスを用いて，マウスで麻疹脳炎の実験モデルを確立し，臨床的，病理組織学的および
ウイルス学的に検討した結果，神経症状が出現した時点で，病変は脳内のかなり広範囲に及び，多数の
(マウスでは脳あたり 100個以上の)脳細胞がウイルスの感染を受けていることが明らかになった。
論文の審査結果の要旨
麻疹ウイルスは麻疹脳炎や亜急性硬化性全脳炎 (SSPE) の起因ウイルスである。本研究はマウス
脳内に SSPE ウイルスを接種することによって，マウスに脳炎を誘発し，経時的に臨床的，病理組織
学的およびウイルス学的に検討を加え，麻疹脳炎の発病機構を調べたものである O 脳組織内の麻疹ウイ
ルス抗原陽性細胞の分布と病理組織学的変化の経時的な関係を示し，神経症状の発現は，広範囲な脳病
変の拡大とともに感染中心測定法によるマウス脳あたりのウイルス感染細胞数が， 100個をこす場合で
あることを示すなど，麻疹脳炎の臨床病理学的研究に重要な知見を加えたもので学位論文として価値あ
るものと認める。
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